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第１章　財政の状況・当初予算

（３）　広域、大学連携の推進
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A 　氷見市では実質公債費比率や将来負担比率等のいずれの財政指標も国が定

める早期健全化基準を下回る数値となっており、財政健全性を確保しています。

その詳細について、令和３年度の決算をもとに３ページから説明いたします。

早期健全化基準

（イエローカード）

財政再生基準

（レッドカード）

実質赤字比率 １５％ ２０％

連結実質赤字比率 ２０％ ３０％

実質公債費比率 ２５％ ３５％

将来負担比率 ３５０％ －

経営健全化基準 －

資金不足比率 ２０％ －

Ｑ１ 氷見市の財政の現状は？

平成１９年度決算から導入された財政指標とは

国では、自治体の財政破綻を未然に防ぐために、平成１９年に地方公共団体財政健全

化法を制定しました。この法律が定める財政指標により、早期健全化基準（イエローカー

ド）と財政再生基準（レッドカード）の２段階で自治体の財政悪化をチェックするとともに、

特別会計や公営企業会計も含めた連結決算により、自治体の財政状況を明らかにして

います。

地方公共団体健全化法（財政破綻を未然防止）

特別会計

公営企業会計

＝ 自治体の財政状況を明らかに

財政健全化法に基づき、全国の地方公共団体では、平成１９年度決算からこれらの数値を

公表し、平成２０年度決算から、この指標のいずれかが基準を上回った場合には、財政の健

全化に向けた計画の策定などが必要となります。

12.97%

17.97%
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１

将来負担比率とは

市の税金や地方交付税など毎年決まって収入するお金（経常的な収入）に対して、借入金

（市債）や債務負担行為（長期契約などにより将来にわたり支払いの予定があるもの）などの

負担額から、地方交付税で措置される額や積立金（基金）などを差し引いた金額がどの程度

の割合になるかを示す指標です。

借入金や債務負担行為は将来負担しなければならないものであり、自治体が肩代わりする

可能性のある第３セクターの債務なども考慮して、実質的な財政負担全体の状況を数値とし

て表しています。

指標

令和３年度は、４１．９％となり、市税や地方交付税などの経常的収入を確保する一方で、過疎対策事

業債などの財政的に有利な地方債を活用するとともに、貯金である基金を積み増ししたことにより、前年

度比２１．９ポイント下降しました。

財政健全化法では、「早期健全化基準」は３５０％と定められています。。

ポイント

将来負担すべき実質的な負債をチェック

する「将来負担比率」

単位：％

129.9 117.9 
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65.9 58.0 63.8 

41.9 

0.0
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100.0

150.0

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

氷見市における将来負担比率の推移

単位：％

数値が小さい方が、より健全です

富山県内１０市の令和３年度将来負担比率の状況
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指標２

市の税金や地方交付税など毎年度決まって収入するお金（経常的な収入）に対して、借

入金（市債）の返済に充てた経費（公債費）のうち、地方交付税で措置された額を除いた

実質的な負担額がどの程度の割合になるかを示す指標です。

実質公債費比率とは

３ヶ年の平均により算出され、借金返済の負担が多すぎないかチェックすることができます。チェックの目

安として、国が定めた基準により「１８％」以上になると、新たな借入れ （地方債の発行）に際し、段階的に制

約を受けることとなります。

氷見市は「１１．５％」（前年度 １１．３％）となり、前年度比０．２ポイント上昇しています。

財政健全化法では 、「早期健全化基準」は２５％、 「財政再生基準」は３５％と定められています。

ポイント

氷見市の実質公債費比率は、 これまで県内でも高い水準にありましたが、 借入金の償還のピークが過 ぎ、

償還費が減少してきていることから、 近年は改善してきています。

ポイント

数値が小さい方が、より健全です

単位：％

18.0

財政規模以上の借金の負担の度合を

チェックする「実質公債費比率」

富山県内１０市の令和３年度実質公債費率の状況
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経常収支比率とは
市の税金や地方交付税など毎年度決まって収入するお金（経常的な収入）に対して、人

件費や施設の維持管理費、扶助費、公債費など毎年決まって支出する（経常的な経費）が

どの程度の割合になるかを示す指標です。数値が１００％の場合、毎年度収入するお金がす

べて決まった支出となるため、その年度に自由に使えるお金は「ゼロ」ということになります。

令和３年度は８１．４％となっており、自由に使えるお金の比率は１８．６％となっています。

ポイント

平成２８年度以降、下水道事業会計に対する繰出基準額の算出方法の変更や、地方交付税等の減によ

り数値が上昇しましたが、令和３年度では、普通交付税や地方税減収補填特別交付金の増額などにより、

経常的な収入が増加したことから、前年度比６．６ポイント減となりました。

ポイント

指標 ３ 財政自由度のバロメータ「経常収支比率」

数値が小さい方が、より健全です

単位：％ 富山県内１０市の令和３年度経常収支比率の状況

-5-



指標４ 収支決算をチェックする「実質収支比率」

実質収支比率とは

市の人口や面積などに応じ、標準的な経費に対して、その年の決算により生じた実質収支額

（収入から支出を差し引いた額）がどの程度の割合になるかを示す指標です。

収支決算が黒字であればプラス、赤字であればマイナスとなり、その年の決算が健全であった

かどうかをチェックすることができます。

一般的には、３．０％から５．０％の間であることが望ましいとされています。

実質収支比率は４．０％台から８．０％台の間で推移しています。

令和３年度は４．７％（前年度８．０％）となっており、前年度に比べ３．７ポイント減少していますが、こ

れは将来の市債の償還に備えて、減債基金に約１０億円を積み立てたことなどによるものです。

ポイント

プラスであれば、健全です

単位：％

単位：％

5 4.6

6
5.2 5.6 6.9 7.2

6.5

8

4.7

3
4
5
6
7
8

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

氷見市における実質収支比率の推移

富山県内１０市の令和３年度実質収支比率の状況

-6-



指標５ 財政体力を示す「財政力指数」

財政力指数とは

市の人口や面積などに応じ、標準的な経費に対して、自主的な収入（市の税金や各種使

用料など）が、どの程度あるかを示す指標です。数値が「１」以上となれば、理論的にはす

べて自主的な収入で市の運営ができることになります。

財政力指数は上昇傾向にありますが、今後は人口減少等により市税の減少が見込まれており、ふるさと

納税をはじめとした様々な取り組みにより、収入の確保に引き続き努めていきます。

ポイント

氷見市は０．４７となり、県内他市と比較して氷見市は下位に属しており、もともと市税収入が少なく、地

方交付税などに依存するなど、財政基盤が脆弱な状況にあります。

ポイント

数字が大きい方が、より健全です

富山県内１０市の令和３年度財政力指数
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氷見市の財政調整基金（いわゆる使途が限定されていない
貯金）の残高A

Ｑ２ 氷見市の貯金と借金はどれくらい？

財政調整基金は、急激な収入の落ち込みや災害の発生などにより一時的に多額の経費がかさむなど

の不測の事態に備えて、一定程度の 残高を確保する必要があります。

ポイント

単位：億円

単位：億円 富山県内１０市の令和３年度財政調整基金の残高
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A 氷見市の債務（市が市債の償還などの将来負担すべきお金）の残高

A 氷見市の減債基金（いわゆる将来の市債の償還に備えるための貯金）の残高

これまで借入れた市債の償還が進み、債務残高は減少してきており、令和２年度と令和３年度末は同水

準となっています。

ポイント

単位：億円

単位：億円

減債基金は、市債の償還負担の平準化や、財政の健全な運営に資するため、計画的に積み立てを行って

います。

ポイント

単位：億円 富山県内１０市の令和３年度減債基金の残高
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A 氷見市の令和４年度予算額は、 ４３４億３７４万円となっており、前年度に比べ
て、１７億９，７１２万円、４．３％の増額となっています。

このうち、市民の皆様の日常に大きく関わっている一般会計の予算総額は、
２５２億２，０００万円となっており、全体の約６割を占めています。

この冊子では、主に一般会計を中心に説明します。

令和４年度予算の概要は？Ｑ３

令和４年度当初予算額は、一般会計では骨格予算であった前年度に比べて１５億円の増額、

６．３％増（令和３年度６月補正後予算対比５億７，８６１万円増額、２．３％増）となりました。

また、事業会計では、水道事業会計において管路・施設の強靱化・耐震化を進めるため、前

年度に比べて増額となるなど、７，９８３万円増額、１．２％増となりました。

特別会計では、国民健康保険特別会計や介護保険特別会計における給付費の増額などに

より、２億１，７２９万円増額、１．９％増となりました。

ポイント

市税や国からの交付金などを主な財源として、

福祉や、教育、環境、消防、道路など、市の基

本的な行政サービスを行う会計です。

一般会計
２５２億２，０００万円（５８．１％）
（前年度２３７億２，０００万円）

令和４年度当初予算

４３４億３７４万円
（前年度４１６億６６２万円）

特定の収入（使用料や保険料など）で特定の支出

に充てられる場合など、一般会計とは別にその経

理を明らかにするために設けられた会計です。

特別会計
１１６億１，０９８万円（２６．８％）
（前年度１１３億９，３６９万円）

国民健康保険特別会計 ４５億７，９６０万円

育英資金特別会計 ９２３万円

介護保険特別会計 ６２億６，５１０万円

後期高齢者医療事業特別会計 ７億５，７０５万円

民間企業と同じように、その事業によって得た収入

で支出をまかなう、いわゆる独立採算を原則とする

事業について設けられた会計です。

事業会計
６５億７，２７６万円（１５．１％）
（前年度６４億９，２９３万円）

水道事業会計 ２２億１，７４３万円

病院事業会計 １７億４，４４２万円

下水道事業会計 ２６億１，０９１万円
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A 一般会計における歳入の項目別内訳は次のとおりです。

氷見市の歳入予算はどうなっていますかＱ４

氷見市の歳入のうち、市税と地方交付税で４６％を占めています。

そのうち市税では、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う中小事業者の固定資産税の

減免措置がなくなった影響や市内経済の回復基調等から前年度比２億４１万円増額、

２．１％の増となりました。また、普通交付税は、前年度比４億３，８００万円増額、７．４％の

増となりました。また、公立認定こども園や子ども発達支援施設などの整備により国庫支出

金において、前年度比４億２，０３８万円増額、１５．０％増、市債において、４億８，４２０万円

の増額、１５．２％増となりました。

その他それぞれの事業に対する国・県支出金や市債等を計上した結果として、歳入に対す

る歳出超過額の解消に財政調整基金から５億７，０００万円を繰り入れて、事業の執行に必

要な一般財源総額を確保しています。

ポイント

市税
４９億３，７１５万円（１９．６％）
（前年度４７億３，６７４万円）

個人・法人市民税、固定資産税などの税金

地方交付税
６６億６，０００万円（２６．４％）
（前年度６２億２，２００万円）

使い道について制限をがない国か

ら交付される資金

国庫支出金
３２億１，１９１万円（１２．７％）
（前年度２７億９，１５３万円）

特定の事業に充てるため、国か

ら交付される資金

県支出金
１７億７５２万円（６．８％）
（前年度１７億２，７２８万円）

特定の事業に充てるため、県か

ら交付される資金

市債
３６億６，００８万円（１４．５％）
（前年度３１億７，５８８万円）

道路や河川など社会資本の整

備などの資金となる借入金

その他
５０億４，３３４万円（２０．０％）
（前年度５０億８，７４３万円）

地方譲与税、分担金及び負担

金、使用料及び手数料、各種交

付金、繰入金 など

市民税 ２０億８，５２２万円

固定資産税 ２３億８，７２３万円

軽自動車税 １億６，３９８万円

市たばこ税 ２億８，５３３万円

入湯税 １，５３９万円

内
訳
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A 　令和３年度との比較は、次のとおりです。

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000
百万円

令和４年度

令和３年度

予算総額

２５，２２０

百万円

市税

4,937
地方交付税

6,660
国庫支出金

3,212

県支出金

1,708

市債

3,660
その他

5,043

予算総額

２３，７２０

百万円

前年度予算との比較 単位：百万円

市税

4,718
地方交付税

6,220
国庫支出金

2,792

県支出金

1,727

市債

3,176
その他

5,087

項目 令和３年度 令和４年度 増減 増減率

市税 4,718 4,937 219 4.6

地方交付税 6,220 6,660 440 7.1

国庫支出金 2,792 3,212 420 15.0

県支出金 1,727 1,708 △ 19 △ 1.1

市債 3,176 3,660 484 15.2

その他 5,087 5,043 △ 44 △ 0.9

合計 23,720 25,220 1,500 6.3
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A 一般会計の歳出（お金の使われ方）の項目別の内容は次のとおりです。

総務費では、デジタル化推進事業費などにより前年度対比２億１，６３１万円増額、８．３％増、

民生費では公立認定こども園や子ども発達支援施設の整備などにより９億１，８４１万円増額、

１６．３％増、衛生費では新型コロナワクチン接種の経費などにより２億２，７８９万円増額、７．

５％増、土木費では社会資本整備総合交付金道路改良事業費などにより２億４，２７５万円増

額、１１．０％増となる一方で、教育費では新文化交流施設整備事業費において本年７月の竣

工を目指し、工事の最終年度となることに伴う事業費の減額などにより、６億１，４０１万円減額、

１４．２％減となりました。

Ｑ５ 氷見市の歳出予算はどうなっていますか

ポイント

総務費
２８億１，４４８万円（１１．２％）
（前年度２５億９，８１７万円）

防災、自治振興、戸籍事務など、

市の地域づくりや管理事務などに

関する経費

民生費
６５億６，２８５万円（２６．０％）
（前年度５６億４，４４４万円）

障害者や老人等の福祉や子育て支

援などに関する経費

衛生費
３２億７，９７９万円（１３．０％）
（前年度３０億５，１９０万円）

健康づくり、環境保全などに関する経

費

農林水産業費
１０億５，４０２万円（４．２％）
（前年度８億７，０６７万円）

農林水産業の振興、土地改良など

に関する経費

商工費
１３億７，７１９万円（５．５％）
（前年度１２億４，４９７万円）

商工業や観光の振興に関する経費

土木費
２４億５，３００万円（９．７％）
（前年度２２億１，０２５万円）

道路や河川、公園の整備や管理な

どに関する経費

教育費
３７億３８６万円（１４．７％）
（前年度４３億１，７８８万円）

小中学校の管理運営、生涯学習な

どに関する経費

公債費
２４億７，６２８万円（９．８％）
（前年度２４億３，２７８万円）

市債の元利償還金

その他

１４億９，８５３万円（５．９％）
（前年度１３億４，８９４万円）

消防や雇用、議会、災害などの経

費

令和４年度一般会計予算

２５２億２，０００万円
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A 　令和３年度との比較は、次のとおりです。

前年度予算との比較 単位：百万円

総務費

２，５９８

民生費

５，６４４

衛生費

３，０５２

農林水産業費

８７１

土木費

２，２１０

公債費

２，４３３

予算総額

２５，２２０

百万円

令和３年度

総務費

２，８１４

民生費

６，５６３

衛生費

３，２８０

農林水産業費

１，０５４

土木費

２，４５３

公債費

２，４７６

その他

１，４９９

予算総額

２３，７２０

百万円

令和４年度
商工費

１，３７７

教育費

３，７０４

商工費

１，２４５

教育費

４，３１８

その他

１，３４９

項目 令和３年度 令和４年度 増減 増減率

総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,598 2,814 216 8.3

民生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,644 6,563 919 16.3

衛生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,052 3,280 228 7.5

農林水産業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　871 1,054 183 21.0

商工費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,245 1,377 132 10.6

土木費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,210 2,453 243 11.0

教育費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,318 3,704 △ 614 △ 14.2

公債費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,433 2,476 43 1.8

その他 1,349 1,499 150 11.1

合計 23,720 25,220 1,500 6.3

-14-



　

子育て
高齢者福祉　など

道路、河川の
整備　など

商工業、観光の
振興など

消防活動　など

その他

　５．５万円　（９．７％）

　３．１万円　（５．５％）

　２．５万円　（４．４％）

　　０．８万円　（１．５％）　

（商工費）

（消防費）

(議会費、労働費　など）

農林水産業の
振興など

（農林水産業費） 　２．４万円　（４．２％）

健康づくり
環境保全　など

(衛生費） 　７．４万円　（１３．０％）

　１４．７万円　（２６．０％）

【内訳】
子育て　    　   ８．１万円  （１４．３％）
高齢者福祉他　６．６万円  （１１．７％）

（土木費）

学校の管理
生涯学習　など

（教育費） 　８．３万円　（１４．７％）

借金の返済 (公債費） 　５．５万円　（９．８％）

氷見市の一般会計予算、総額２５２億２，０００万円を市民１人当たりに
換算してみました。

　６．３万円　（１１．２％）
防災
自治振興　など

(総務費）

A

（民生費）

氷見市民”１人当たり”どれだけの歳出

予算がありますか？
Ｑ６

市民一人当たりの予算額 ５６．５万円

氷見市の人口 ４４，６１４人（令和４年４月１日現在）
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担当課 財務課 電話番号 74-8015

新規 電子入札システム共同利用事業費負担金
145万円

（前年度） -

国の負担 　国庫補助金など国から来るお金

県の負担 　県補助金など県から来るお金

総務省による「自治体クラウド」が推進されるなか、従来の紙による入札手続きを、ネッ

経
費
内
訳

負担金、補助及び交付金 145

維持、応札者のコスト低減、公平な入札機会の提供等を

市債 　事業を実施するため、金融機関や国から借りるお金

その他
　事業を実施することにより、利益を受ける方からいた
　だく負担金や施設の使用料、寄附金など

市の負担 　市のお金（一般財源）

トワーク環境を利用して電子的に実施する「電子入札システム」を共同利用するための

費用を負担し、ペーパーレス、入札品質維持、職員の業務効率の向上、入札競争性の

画像又はイラストを掲載
（キャプションも入れてください。）

電子入札の実施

図ります。

（単位：万円）

財
源

市の負担 145

③事業の担当課及び電話番号

この事業を行う課名及び電話番号です。

個別事業の紹介の見方

①新規・拡充・継続の別

新規：令和４年度に新たに取り組む事業です。

拡充：令和３年度継続事業のうち、内容を拡充した事業です。

継続：令和３年度に引き続き実施する事業です。

⑤財源

この事業を実施するために必要なお金がどこから来ているかを記載しています。

⑥経費内訳

財源が、主にどのような費目

として支出されているかを記

載しています。

②事業費

この事業に必要な費用の合計を記載しています。
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